
１　学年・単元名　第１学年
　「竹取物語」の魅力を伝えよう

「根拠・理由」を明らかにして、説得力のある文章を書く（書くこと）
２　第１学年　いにしえの心に触れる　「蓬莱の玉の枝　～『竹取物語』から」
３　単元目標

・物語としてのおもしろさを味わわせ、古典に対する興味や関心をもたせる。

・自分の考えをもち、根拠や理由を明らかにして、説得力のある文章を書かせる。

４　単元の内容（全４時間）

　　第１時　『竹取物語』の原文を音読し、古典独特のリズムに気づかせる。現代語訳を読み、内容を理解する。

　　第２時　「くらもちの皇子の架空の冒険談」を読み、物語のおもしろさを味わう。歴史的仮名遣いや表現の特徴に注意し、場面の様子や登場人物の心情について考える。

　　第３時　「かぐや姫と翁たちとの別れや帝の言動」、「ふじの山」の部分を読み、場面の様子や登場人物の心情について考える。
　　第４時　関連資料を活用し『竹取物語』の魅力を考える。条件（３段落構成、接続語を正しく使う）をふまえ、筋道の通った文章を書く。（本時）資料：ワークシート①・②
５　本時の目標

『竹取物語』が千年以上にもわたって語り継がれている理由を考え、筋道の通った文章にまとめる。　

６　本時の展開　太字はつまずきに対する手立て
	学　習　活　動
	指導上の留意点　　
	つまずき解消ポイント

	１　本時の目標を知る。

２『竹取物語』の魅力を考える。

　・ワークシートに記入する。
　　ワークシート①
３　班で交流し、気づいたことや参考になったことをメモする。
　　　　　　　　写真：授業風景①
４　『竹取物語』の魅力について、条件をふまえ、筋道の通った文章を書く。

　・ワークシート（200字原稿用紙）に書く。ワークシート②
　　　　　　　　写真・授業風景②
５　本時の振り返りをする。
	〇教科書ワークや便覧などの関連資料を活用し、物語のおもしろさや良さ、表現の特徴などについて考えさせる。その際、根拠や理由も書かせる。
〇まず個人で考えさせ、自分の考えをもたせるようにする。

〇班長に司会をさせ、全員の意見を出させる。班で意見をまとめる。

〇条件を意識して書かせる。
・３段落構成（考え、根拠、まとめ）

・接続語を正しく使う

	※考えの根拠となる事例を教科書や資料集から複数探させて、文章に説得力をもたせるように助言する。

→根拠を順序立てて整理することにより、接続語や段落構成を意識するようになる。

→どの根拠を、どの順で用いると良いか検討することにより論理の展開が意識できる。


７　準備物　　ワークシート①・②、資料集、国語辞典

生徒に見られるつまずき


　根拠や理由を明らかにして、筋道の通った文章を書くことができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　「考え」→「根拠」→「まとめ」の３段階で書かせ、段落のまとまりやつながりを意識して、論理的な文章を書くことができるようにする





指導事例集ｐ．３１








